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高齢者学級でボランテイアについて語るボラ連会長とグループ代表
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代表 阿音F 員由美
2000年 4月 に発足、メンバーは7人で発足当時から変わつていません。
私達の活動 |よ小営校や図書館での読み間かせ、子供会、ミニデイ等のお手伝い。そして最

近では図書館でやつている子育て支援でのフアースト

ブックのお手伝いも頼まれる様になりました。ファー

ストブックとは、乳児の時から本に親しみ、本を媒体

にして親子のスキンシツプをより深いものにするとい

った活動のことです。

私達のモットーとしては無理をせず長く続けでゆくこ

とが大事と考えています。そしてみんなで夢育てをし

ましよう。

これからも「お|よなしほつとたいむ」

をどうぞよろしくお願いします。

コーヒーでも飲みながら私達と一緒

に楽しんでみませんか |

子育てネットワーク研修に参加して

めだかの楽校 高尾 和恵
篠栗町での子育てネットワーク研1うに参加した。少子化のいま「いろんな活動を知ろう

共に考えよう つながろう」がその趣旨である。
まずは地域も規模も内容も様々な八つの子弯て支援グループの取り組みの発表、そしてそ

の成果と今後の課題について熱く意見が交わされた。

子育て当事者が大半の中、特に注目は大学生のグループであつたc経験もなく費用も時間

も市」限され、活動は主に子供達の遊び相手。しかし、行政や他のネットと連携し、大きい

お兄ちやん、お姉ちやんとして出来ること (肩車とか・
。 )から楽しく取り組まれる様

子は常に子ども主体で、子育て支援の原点だと感じられた。また、今時この年頃で子供の

面lF~lを見ようとは頼もしい。

顧みで我が大刀洗。今回の会場を見回して、
″
孫の為
″
参加は我々の町だけ。せからしく

も? 有難い、おばあちやん、おじいちやん育児の出番を期待したい。
そしてこの町で子育てしてよかつたと各々が実感出来るために私たちにやれることは、何

だろう?

宿題だそうである。
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平成 17年 9月 18日 lBl・ 19日いの両日、春日市のグローバープラザにおいて、

『●ボランテイアのつどい ●子どもすくすくフェスタ ●日本・親子の絆プロジェクト
|∩ ふくおか』が行われました。参力□された方に感想をいただきましたのでこ紹介します。

ボランティアセミナーに参加して  おはなし ほつとたいむ 徳田 はる枝
先日、ボランテイアセミナーに参力□させて頂きました。

20周年という大きな大会で、二日間に亘って行われました。

その中で、一番|らに饗いたのはアグネス チヤンさんの特別講演でしたc香港での子供の

頃の話から、娘の時、妻になり母となつた現在に至るまでの人生の歩みを色々なボランテ

ィアの活動経験を交えて、笑いあり、ちよつびり涙ありで話して下さいました。

その話の一つに、今は日本は飽食と言われ続け夜中のコンビニで捨てられる弁当の多い事、

一方アフリカでは一日―食すら食べれず死んでゆく子供達の現実。胸が苦しくなる思いで

した。

午後は、ボランテイア活動の現場から事lyl発表が行われました。その後、ボランテイアに

詳しい加留部黄行さんや、早瀬昇さんの講演が行われ、NPOと行政 企業についての共

働の在り方や、これからのボランテイアはどうあるべきか、と言つた専門的なお話があり

ました。

1日 しつかり勉強させて頂いで感じたことは「してやつてる」ではなく、
「一緒に行こう」

「一緒に進もう」の気持ちが大切なのだと言うことです。

「みんなちがつて、みんないい」

ボランテイアとは個なの?

金子みすずさんの思いですね。

ボランテイアセンター運営委員 川野 博
ボランテイアは自由意志で有料 無料でお手伝いをすることと思つていた。

先日、春日市のクローバープラザでアグネス チヤンさんの話を聞くことができた。

世界の貧困国でのボランテイアをされた話で、内乱で住む家も食料もなく、親兄弟とも別

れて、生きる希望のない国の人々に、医薬品、食料、衣料を持つて、ボランテイアとして

現地の人々に接し、日本では想像もできない話だつた。

ボランテイアとは使命感なのか? 自由意志だけでできることではなさそうだ。
9月下旬の毎日新聞の記事の一部だが、東京の小平市に「いつぶく荘」というアパートが

できた。 1階が診療所とデイケアセンターで、2′ 3階が住居部になつている。

「痛みや苦しみ孤独という荷物を降ろしてちよつと
″
いつぶく

″
しませんか ?」

これが名前の由来。新しい生き方の提案、他人とでも縁あつて助け合い支え合う、そんな

暮し方が広がれば、これもボランテイア。

一人暮しに慣れれば予想外のことがありそう 食べるほうの□はなんとか大文夫。

話すほうの□が、話し相手がおらず、さみしさで落ち着きがなく、家の中に閉じこもる。

□|よ 2つ。「話し相手の□」 このボランテイアなら自分にも何とかできそう |
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今年 10月に介護保険が改正され介護施設に

入所されている方の食費と居住費が自己負担に

なりました。来年4月に|ま更なる改正が予定さ

れています。フォーマルなサービスが縮小され

て行くこれからの時代においては、インフォー

マルなサービス、特に地域のボランテイア活動

が期待されるので|まないでしようか?

だからといつて、気負わず、気軽に、楽しみな

がら自分にできることを長く続けて行ける。そ

んなボランテイア活動を皆さんと―緒に見つけ

で行きたいと思います。 (M.T)

ボランテイア活動に関する情報、こ意見、

こ感想やお問い合わせは、

「太刀洗町ボランテイアセンター」まで
丁EL:0942-77-4877
FAX:0942-77-4877

皆様の地域での小さなボランテイア、ちよつと

いい話などを取材して記事を書いて下さる方、ま

たは情報を提供して下さる方を
″
ちょぼら地域特

派員
″
として募集しています。

大刀洗町ボランテイアセンターまでこ連絡ください。
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